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千
葉
県
警
と
連
携
し
、
㈱
ウ
ィ
ル
コ
ム
の
協
力
を
得
て
、
自
宅
の
固
定
電
話
に
機
器

を
接
続
す
る
こ
と
で
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
な
勧
誘
電
話
を
防
止
す
る
機
器｢

迷
惑
電

話
チ
ェ
ッ
カ
ー｣

を
、
約
２
年
間
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
▼
対
象　
次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
市
民　
①
65
歳
以
上
の
人　
②
自
宅

の
固
定
電
話
で
、
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス（
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
）を
利
用
し
て

い
る
人
ま
た
は
機
器
設
置
ま
で
に
利
用
を
開
始
で
き
る
人　
③
モ
ニ
タ
ー
期
間
中
に
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
迷
惑
電
話
情
報
な
ど
の
提
供
に
協
力
で
き
る
人　
▼
貸
出
台
数　

１
０
０
台（
１
世
帯
に
つ
き
１
台
）　
▼
貸
出
期
間　
28
年
３
月
31
日
ま
で　
▼
申
し
込

み　
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）を
持
ち
、
生
活
安
全
課
窓
口
へ

※
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書
も
必
要
で
す　
▼
注
意
点　

・
貸
出
期
間
終
了
後
、
機
器
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
利
用
し
た
い
場
合
は

月
額
６
６
７
円
（
税
抜
き
）
で
利
用
で
き
ま
す　
・
こ
の
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
悪
質
な
電
話
を
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
電
話
番
号
か
ら

の
着
信
に
は
、
常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
安
全
課
）

　
市
営
八
千
代
台
北
第
２
・
第
３
自
転
車
駐
車
場
、
八
千
代
台
駐
車
場
の
改
修
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。
定
期
利
用
分
の
増
台
の
ほ
か
、
一
時
利
用
に
は
自
転
車
及
び
大
型
も

駐
車
可
能
な
自
動
二
輪
車
駐
車
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
八
千
代
台
北
第
２
自
転
車
駐
車
場　
▼
定
期
利
用　
５
０
０
台
（
屋
根
有
り
）
／
一

般
１
０
５
０
円
、
学
生
７
３
０
円　
▼
一
時
利
用　
１
２
１
台
／
１
０
０
円

●
八
千
代
台
北
第
３
自
転
車
駐
車
場　
▼
定
期
利
用　
自
転
車
４
５
３
台（
屋
根
無
し
）

／
一
般
４
２
０
円
、
学
生
２
９
０
円
。
原
動
機
付
自
転
車
１
０
２
台
（
屋
根
無
し
）
／

一
般
５
２
０
円
、
学
生
３
６
０
円

●
八
千
代
台
駐
車
場　
▼
一
時
利
用　
自
動
二
輪
車
７
台
（
51 

cc
以
上
・
幅
１
メ
ー
ト

ル
・
長
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
内
）
／
６
０
０
円

※
定
期
利
用
の
料
金
は
月
額
（
市
外
の
人
の
料
金
は
２
倍
の
金
額
）。
一
時
利
用
は
入

場
１
回
の
24
時
間
以
内
の
継
続
し
た
利
用

■
定
期
利
用
の
申
し
込
み　
26
年
度
の
定
期
利
用
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

空
き
が
あ
れ
ば
、
随
時
八
千
代
台
北
第
２
自
転
車
駐
車
場
管
理
事
務
所
（
４
８
７
）

２
８
０
３
で
受
け
付
け
ま
す
。
▼
受
付
時
間　
午
前
６
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
日
曜
・

祝
日
な
ど
を
除
く
）　
▼
必
要
な
も
の　
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
氏
名
・
住
所
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
公
的
な
身
分
証
明
書
、（
学
生
の
場
合
は

学
生
証
も
）、利
用
料
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
安
全
課
交
通
安
全
班
）

５
０
０
０
円
（
楽
譜
代
、
保
険
代
な
ど
）　
▼
開
催
日
／
会
場　
９
月
21
日
㈰
／
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル　
▼
練
習　
５
月
10
日
㈯
か
ら
土
曜
・
日
曜
日
を
中
心
に
全
21
回
を
予

定
。
主
に
市
民
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室　
※
詳
し
い
日
程
は
八
千
代
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載　
▼
応
募
方
法　
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
本
人
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
学
年
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番

号
・
保
護
者
氏
名
を
明
記
し
、
〒
２
７
６

－

０
０
４
４
萱
田
町
７
２
８
八
千
代
市
文

化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」係
（
４
８
３
）５
１
１
３

heiw
a@
ycp.or.jp

あ
て
に
申
し
込
み
。
４
月
２
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
。
４
月
20

日
㈰
必
着　
▼
問
い
合
わ
せ　
同
財
団
（
４
８
３
）５
１
１
１
へ　
（
国
際
推
進
室
）

迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
モ
ニ
タ
ー

八
千
代
台
北
第
２
自
転
車
駐
車
場
な
ど
の
改
修
工
事
が
完
了

施政方針と26年度予算編成

学消防自動車1台、消防ポンプ車２台を更新します。
　災害予防体制の充実として、自主防災組織の新規
結成と育成に努めます。このほか、防犯設備の整備
として、市内全域の防犯灯をＬＥＤ化することで維
持管理費と二酸化炭素排出量の削減を図ります。

　総合交通に関する施策として、東葉高速鉄道株式
会社の経営を支援するため、「東葉高速鉄道の支援
に関する申し合わせ」に基づき、県、船橋市、八千
代市、東京地下鉄株式会社で増資を実施するほか、
国と自治体による利子補給を引き続き行います。
　都市計画に関する施策として、市内の都市計画道
路の必要性、整備優先度について確認、検証し、都
市計画道路の必要路線及びその整備優先順位を定め
た都市計画道路整備プログラムを策定します。また、
市内の都市計画道路の整備として、都市計画道路３・
４・１号新木戸上高野原線の建設などを推進します。
　一般市道の整備として、市道の整備改良を行うほ
か、橋梁等長寿命化計画に基づき市道及び橋梁等の
道路構造物維持のため補修工事を実施し、通行の安
全確保に努めます。
　公園・緑地に関する施策では、都市公園の整備と
して、西八千代北部特定土地区画整理地内の北東部
近隣公園の整備工事を実施します。また、市街化区
域内に残された貴重な緑地を保全するため、八千代
台北子供の森の用地の取得を引き続き行います。

　観光に関する施策では、観光振興計画の策定のほ
か、八千代ふるさと親子祭、八千代どーんと祭、源
右衛門祭に対して引き続き支援します。

●市民活動支援事業…439万円
●地域集会施設事業（集会施設設置・増改築・修繕
事業補助金）…91万円

　財産管理事業として、老朽化した市庁舎新館エレ
ベーター２基を改修します。また、市が保有する公
共施設に関し、総合的な視点による企画、管理及び
活用などを行うため、公共施設マネジメント事業を
進めます。第４次総合計画後期基本計画の策定に向
けた準備として、アンケート調査及びシンポジウム
を行います。このほか、市民参画体制の充実として、
市民の納税に対する意欲を高めるとともに、市民団
体の活動の支援及び促進を図るため、納税者が選択
する市民活動団体に対し、納税者の個人市民税額な
どを考慮し支援金を交付する、１％支援制度を引き
続き行います。

●財産管理事業（市庁舎新館エレベーター更新）…
7,207万円
●企画政策調整事業（第４次総合計画後期基本計画
策定準備）…299万円
●公共施設マネジメント事業…35万円
●基幹情報システム管理事業（福祉総合情報システ
ム運用管理）…3,221万円
●市議会議員選挙事業…9,876万円

●雇用対策事業（地域職業相談室）…181万円
●農業の郷整備事業…２億4,025万円
●農業生産基盤整備事業（ほ場整備）…405万円
●中小企業資金融資事業…３億1,918万円
●観光推進事業
（八千代ふるさと親子祭補助金）…1,000万円
（八千代どーんと祭補助金）…480万円
（源右衛門祭補助金）…100万円

　市街地整備に関する施策では、西八千代北部特定
土地区画整理事業に対する事業費の一部負担を引き
続き行います。住宅に関する施策では、良好な民間
住宅の建設・改善誘導として、民間住宅の耐震化を
推進するため、引き続き木造住宅の耐震診断と木造
住宅の耐震改修工事に助成します。また、昭和56年
以前に建設された市営住宅等の耐震化を進めるため、
市営ほしば団地の耐震診断を実施します。

　農業に関する施策では、農業生産基盤の整備と利
活用を図るため、将来にわたって保全すべき優良農
地を水田再基盤整備事業として整備します。

●東葉高速鉄道支援事業（出資及び利子補給）…７
億1,706万円
●道路橋梁補修事業（市道及び橋梁等の維持補修）
…３億1,359万円
●道路改良事業…３億3,575万円
●公共交通対策事業（コミュニティバス運行）…
4,800万円
●建築事務事業（木造住宅耐震診断等助成）…915万円
●市街地整備推進事業（西八千代北部特定土地区画
整理事業負担金）…２億円
●大和田駅南地区土地区画整理事業…3,927万円
●街路建設事業…３億3,074万円
●都市公園建設事業（西八千代北部特定土地区画整
理地内近隣公園整備）…２億2,480万円
●緑地保全事業（八千代台北子供の森用地取得）…
6,280万円

●地籍調査事業（都市部官民境界等先行調査）…
1,202万円
●都市計画事業
（都市計画道路整備プログラム策定）…572万円
（大和田駅南地区土地区画整理事業区域地番整理）
…517万円
●市営住宅維持管理事業（市営ほしば団地耐震診断）
…197万円

●防犯対策事業（ＬＥＤ防犯灯管理）…2,509万円
●消防団施設管理事業（消防ポンプ自動車更新）…
3,572万円
●車両整備事業…１億5,305万円
●水利整備事業（防火水槽設置）…1,962万円

●災害対策施設整備等事業
（防災行政用無線整備）…1,860万円
（防災拠点整備）…3,226万円
●防災啓発事業（自主防災組織創設・育成）…749万円
●交通安全施設整備事業…9,350万円

新規事業

新規事業

新規事業

継続事業

継続事業

継続事業

継続事業

５．快適生活都市をめざして

６．産業活力都市をめざして

計画の推進のために

▲

整
備
さ
れ
た
大
和
田
駅
南
地
区

▲

試
行
運
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

▲

昨
年
の
八
千
代
ふ
る
さ
と
親
子
祭


